
                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災の取組をしていくために、「防災だより」を発行します。 

 

第 2２ 号 

令和 2年７月３１日 

火事になったとき、どう行動する？（避難経路確認） 

第１回の避難訓練はコロナ対策のため、「集まらない避難訓練」を 

実施しました。クラスやグループごとに、火事になったらどのような 

行動をとり、どのように避難するかを確認しました。教室内で非常ベル 

の音や非常放送の自動音声を聞き、逃げるときの約束を学んでから実際 

に避難経路を歩いてみました。避難経路図が教室内のどこにあるかを確 

認したり、非常口を確認したり、ハンカチで口元を覆いながら姿勢を低くして歩いたり、

出火場所によって数パターンの避難経路を確認したりするクラスもありました。   

一斉に行う避難訓練とは違い、クラスやグループの児童生徒一人一人に合わせた避難訓

練になりました。例年のような一次避難場所への集合や点呼の訓練はできませんでした

が、児童生徒や教職員が新しい避難訓練を経験することができました。 

学校 HP の｢危機管理｣の中に｢安心･安全な学

校作り｣のページがあります。 

この「防災だより」とともにぜひ御覧ください。 

（教職員の防災研修より・・・） 教職員対象に毎年 1 回、学校内の消火栓や消火器の場所

を確認する研修を行っています。今年度は密を避けるために、クイズ形式で 

各自校内を歩き確認しました。事後の感想の中に「消火栓と消火器が一体化 

していることに初めて気が付いた。」「消火器の場所が変更していた。」な 

どがありました。毎日の学校生活の中で防災を意識することが「もしも･･･」「いざ」という

ときに役立つことを感じました。 

間隔をとって避難

しようね！ 

非常口を

チェック

して･･･ 

校内地図を 

作ったよ！ 



                                                                                                                  

＜政府広報オンラインより＞ 

いつ、逃げる？ ～避難のタイミング～ 

7月初旬、球磨川が流れる熊本県南部を中心に、全国各地で豪雨 

被害が発生しました。「今までに見たことのない、経験したことの 

ない」災害が起きる中、私たちにもいつ起きるか分からない「災害 

への構え」の一つとして、避難のタイミングを確認しましょう。 

緊急メール訓練の御協力、ありがとうございました！ 

6月 28日の午前10時30分頃に各御家庭に緊急メール（訓練）を送信しました。

学校のない休日に御家庭からどのくらいの返信があるかを把握し、防災の取組に生かす

ためです。結果は以下のとおりでした。 

（開封率：メールを確認した割合、返信率：質問に回答して返信した割合） 

 当日（6/28の 19時まで） 翌日（6/29の 10時30分まで） 

小学部 開封率83％、返信率76％ 開封率90％、返信率88％ 

中学部 開封率100％、返信率100％  

高等部 開封率93％、返信率93％ 開封率94％、返信率93％ 

この結果からメールの開封率と返信率に差があることが分かりました。学校から緊急

メールが届いたら必ず目を通していただき、質問事項があるかどうかを確認してくださ

い。学校全体で返信率が100%になるように今後も緊急メール訓練を続け、防災に対す

る意識を高めていきましょう。 

警戒レベル４で全員避難！ 

＊すみやかに危険な場所から避難所

へ避難する。地域の避難場所までの

移動が危険な場合は近くの安全な場

所や自宅内の安全な場所に避難す

る。 

警戒レベル３で高齢者等避

難・避難準備 

＊避難に時間を要する人は（御高齢

の方、障害のある方、乳幼児等）とそ

の支援者は避難を開始する。その他

の人は避難準備を整える。 


